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膵

首都圏中央連絡厩動車道　圏央道　は　都心からおよそ半径購～

醐kmの位置に計画されている総延長約諏眺Ⅲの拍動車専用道路で　横

浜夕　厚木タ　A王子夕　川越9　成田及び木更津などの中核都市を欄互に結

ぶことによ娠　首都圏に地域の横となる都市群を形成します。

また　県内にお齢て圏央道の通過する県南　県西地域は　国際研究

学園都市　誓璃ば」を中心に　首都機能の一翼を担う地域として現在

多くのプロジェク　が進められてお娠　圏央道の建設がこれらの地域

の発展に太き　貢献する芸　が期待されて拒まず。その予定地内には

埋蔵文化財包蔵地である樋の沢久保遺跡が確認されております。

財団法Å茨城県教育財団は撃　国土交通省常総国道工事事務所と埋蔵

文化財発掘調査についての委託契約を結び　平成は年4月から5月ま

で樋の沢久保遺跡の調査を実施齢だしました。芸の調査によって費登

な遺構夕　遺物が確認され撃　郷丑の歴史を解明する上で多太な成果をあ

げることができました。

本書はタ　樋の沢久保遺跡の調査成果を収録したものであります。本

書が学術的な研究資料としてはもとよ娠　郷丑への理解を深めると共

に　教育　文化の向上の一助として広　活用されます芸とを希望新た

：ノます

なお　発掘調査及び整理作業を進めるにあた軋　委託者である国土

交通省常総国道工事事務所から賜りました多大なる御協力に対し，深

く感謝申し上げます。

また夢　茎崎紺教育委腰会をはじめ，関係各機関及び関係各位から御

指導夕　御協力を賜りました芸とに対しタ　衷心より感謝の意を表します。

平成且4年3月

財団法Å　茨城県教育財団

理事廉　斎　藤　佳　郎
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1本書は，国土交通省常総国道工事事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成12年度に発掘調査
ひ　さわくぼ

を実施した茨城県稲敷郡茎崎町大字樋の沢に所在する樋の沢久保遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調　査　平成12年4月1日～平成12年5月31日

整　理　平成13年4月1日～平成13年5月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第1正長海老澤稔，主任調査員小澤重雄，

大関武が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆e編集は，整理第一課長川井正一の指揮のもと，主任調査員茂木悦男が担当

した。

5　発掘調査及び整理に際し，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



鳳

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋2，200m，Y軸＝＋27．404mの

交点を基準点（Alal）とした。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

太調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C・‥，西から東へ1，2，3

・‥とし，「Al区工「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・e・お　西か

ら東へ1，2，3‥・0とし，名称は大調査区の名称を冠し，「Alal区工「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　土坑－SK　清一SD　井戸－SE

遺物　　土器－P　土製品－DP　石器・石製品一Q　金属製品－M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構e遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

⑳　土器　　　　□　石器〇着製品　　△金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠e竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は300分の1，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについ

ては個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸方向」は，長軸（長径）方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを

角度で表示した。（例　N－100－E）

7　土器の計測値は，口径－A　器高一B　底径または高台（脚）径－Cとし，単位はcmである。なお，現存

値は（）で，推定値は［］を付して示した。

8　遺物観察表の備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

9　遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品ごとに通し番号とし，挿

図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

10　遺構一覧表における計測値は，現存債は（）で，推定値は［］を付して示した。
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北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積　　 調　 査　 原　 因

樋の沢久保遺跡 茨城県稲 08445 36度 140度 19 20000401 1，060Id 一般国道468号首都
Cこ　、＿　　くこ敷郡茎崎 l 1 分 8 分 ～ ～ 圏中央連絡自動車道

まちおおあさ　ひ町大字樋
さわあぎ　く

の沢字久
ば　　　　　　ばん保119番
ち地ほか

49 3秒 27秒 21m 20000531 新設工事に伴う事前

調査

所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

樋の沢久保遺跡 屋敷跡 中 ・近世 井戸跡　　　　 1 基 土師質土器，陶器 （碗・皿）， 近世を中心とする屋
溝　　　　　 1 条 磁器 （碗・皿e猪口），泥面

子，瓦，石製品（石臼），

古銭 （寛永通賓・文久永賓）

敷跡と考えられる。

溝跡，井戸跡などか

ら九州や瀬戸 ・美濃

系の中 ・近世の陶磁

器が多量に出土して

いる。

その他 旧　石　器 剥片

縄　　 文 縄文土器 （探鉢），石器

（石鉄）

古　　 墳 土師器 （杯，嚢）

不　　 明 土坑　　　　　 20基

井戸跡　　　　 1基

石製品 （砥石），鉄製品

（釘 e鎌 。刀子），銅製品

（煙管），鉛製品 （鉄砲玉），

鉄津
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

国土交通省は，茨城県稲敷郡茎崎町樋の沢地区において，一般国道468号首都圏中央連絡自動車道の建設を進

めている。

平成10年1月7日，建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一般

国道468号首都圏中央連絡自動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会

があった。

平成10年4月20日，茨城県教育委員会は茎崎町樋の沢地区の現地踏査を実施した。その後，平成11年2月1

日，3月1・2日，平成12年2月2－4日に試掘調査を実施した。平成12年2月10日，茨城県教育委員会教育

長から建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長あてに，一般国道468号首都圏中央連絡自動車道建設事業地

内に樋の沢久保遺跡が所在する旨回答した。

平成12年3月13日，建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一般

国道468号首都圏中央連絡自動車道建設事業地内における埋蔵文化財（樋の沢久保遺跡）の取り扱いについて協

議書が提出された。

平成12年3月21日，茨城県教育委員会教育長から建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長あてに，樋の

沢久保遺跡について，記録保存のための発掘調査を実施するよう回答した。調査機関として，財団法人茨城県

教育財団を紹介した。

建設省関東地方建設局常総国道工事事務所と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約

を結び，平成12年4月1日から5月31日にかけて，樋の沢久保遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

樋の沢久保遺跡の調査は，平成12年4月1日から平成12年5月31日までの2か月間実施した。以下，調査の

経過について，その概要を表で記載する。

項　　 目 4　　　 月 5　　　 月

調 査 準 備

試　　 掘 ［一・一．＿： 拾　　　　　 こ．・＿．1

表 土 除 去

及　　 び

遺 構 確 認
l：ノー；1－ Li．．】

遺 構 調 査 l．－1 こ、 ．‾＿．l

遺 物 洗 浄

及　　 び

注 記 作 業

写 真 整 理

lこ．．．．‾＿ ※＿；．1

補 足 調 査

及　　 び

片 付 け

－1－
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第領国　樋の沢久保遺跡調査区設定囲



第2車　位置　藍　魔境

第温節　地理的日曜つ境

樋の沢久保遺跡は，茨城県稲敷郡茎崎町太字樋の沢字久保Ⅲ9番地ほかに所在し9東は牛久軋北はつくば市

に隣接している。

地勢は　標高器m前後の筑波稲敷台地と呼ばれる平坦な台地となっている。この台地は西を小腰胱東を桜

川と商流する河川によって区切られ，その流域には沖積地が発達し，両河川の間には東から花室腕力、野貼

茎崎町の中央部を流れ牛久沼に注ぐ稲荷川，東谷田川などの中小河川がほぼ北から南に向かって流れている。

筑波稲敷台地は，茨城県南部から千葉県北部に広がる常総台地の一部であり，地質的には新生代第四妃更新世

に形成された層が基盤となっている。地層は下層から竜ヶ崎砂礫層，常総粘土層筆　問東ローム層が順次堆積し

ている。茎崎町の台地は汐　ほぼ並行する稲荷胱　東谷田川夕　酋谷田川などによって形成され，水茎や上岩崎に

ある二つの細長い半島状の台地が東西に広い台地の間を北から南へ牛久沼に向かって延びている。

当遺跡は，小野川右岸の標高20～21mの台地の縁辺部に位置している。

台地は，2～3mの比高をもって小野用の流れる沖積地に臨んでいる。台地上はほぼ平坦であり，遺跡はこの

台地の東側に立地している。遺跡周辺の土地利用状況は　主として宅地ゆ畑地。平地林であ軋、野川流域の

沖積地は主に水田として利用されている。遺跡の現況は，畑地であった。

第2節　歴史的環境

樋の沢久保遺跡が所在する地域は，小野胱稲荷川水系によって開析された台地上に位置し，数多くの遺跡

が存在している（第2回）。ここでは「小野用，稲荷川流域の遺跡を述べることにする。
おおいいそつか　　　　　　　　　しもいわさきはつさき　　　おやまだい

旧石器時代の遺跡は，茎崎町の大井五十塚古墳群内遺跡〈39〉，下岩崎泊疇城跡，小山台貝塚，牛久市のヤツ
うえ　　　　　なかくき　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　2）

ノ上遺跡〈4〉，中久喜遺跡〈5〉がある。ヤツノ上達凱　申久喜遺跡からは，ナイフ形石器e剥片が出土して

いる。

縄文時代の遺跡は，大小河川の流域及び牛久沼沿岸の台地上に20か所以上確認されており，腰塚も9か所が
おぐき　　　　　　あまぼうき

周知されている。茎崎町の小茎貝塚〈且の〉，天宝喜C遺跡〈且2〉は中期の太遺跡である。縄文時代の遺跡は，早

期には数が少なくかつ小規模で，中期には数が増加し，後期には安定して腰塚が形成され，晩期には数が減少

する傾向にある。

古墳時代の遺跡はタ稲荷川，小野川沿い及びその周辺に多くの古墳群が確認されている。発掘調査された古
3）

墳群は，前述した太井五十塚古墳群があり，前方後円墳2基，円墳9基以上から形成されており，第5。8e

且0号境について調査が実施されている。時期は，6世紀後半頃と推定される。集落跡は，この周辺では且8遺跡
なか

ほど確認されている。調査が行われているものは少なくタ不明な点が多いが，ヤツノ上道凱　中久喜遺臥　中
しもね　4）　　　はやとやま　5）　　　　　　　　ばば　6）

下槻遺跡〈38〉，隼入山遺跡〈37〉は中期後半，馬場遺跡〈16〉は中期から後期にかけての集落跡である。

大和政権による全国統一，大化の改新，そして太宝律令の発布によって全国の地方制度は国。郡。里制に改

められた。茎崎町は芦　郡成立以前は筑波の国の一部であったが，その後町の中央部を流れる稲荷用と茎崎町と
7）

牛久市の境界を流れる小野川周辺は常陸固河内郡河内郷に編入された。律令期の遺跡は，調査されたものが少

－3－



第2図　樋の沢久保遺跡周辺遺跡分布図（谷田部・土浦・藤代・牛久）
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表1　樋の沢久保遺跡周辺遺跡一覧表

番

lコl号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

番

口官

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

▼

平

中

世

近

世

1 樋の沢久保遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 25 駒　 形　 遺　 跡 ○

！2
稲　 同　 遺　 跡 ○ ○ 26 梶　 内　 遺　 跡 ○

i 3
下　大　井　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 下　横　場　遺　跡 ○

i 4
ヤ ツ　ノ上 遺跡 ○ ○ ○ 28 新　牧　田　遺　跡 ○

5 中　久　喜　遺　跡 ○ ○ ○ 29 北　中　島　遺　跡 ○

6 中山鹿 島遺跡 ○ 30 大　久　保　遺　跡 ○

7 菅　 間　 遺　 跡 ○ 31 行　大　田　遺　跡 ○ ○ ○

8 孝　学　院　遺　跡 ○ 32 根　 柄　 遺　 跡 ○

9
錘

小　茎　北　遺　跡

l

○

l 1 l l
33
l

中　 宿　 遺　 跡

】
○

l！10
小　 茎　 貝　 塚 ○ 34 宮　の　台　遺　跡 ○

ill
小　茎　南　遺　跡 ○ 35 梨　の　木　遺　跡 ○

12 天宝喜 C 遺跡 ○ 36 水　落　下　遺　跡 ○

13 天　宝　喜　貝　塚 ○ 37 隼　人　山　遺　跡 ○ ○

14 天宝喜西遺 跡 ○ ○ 38 中　下　根　遺　跡 ○ ○

15 大　 井　 遺　 跡 ○ 39 五十塚 古墳群 ○

16 馬　 場　 遺　 跡 ○ ○ ○ 40 八　 木　 遺　 跡 ○

17 東　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 41 高　 山　 遺　 跡 ○

18 坂　 本　 遺　 跡 ○ ○ 42 稲荷 山古墳 群 ○

19 守　小　橋　遺　跡

！

○

！ ！

43 下大 井古墳群 ○

○

！20

！21

i22

！23

24

権現山上池遺跡 ○

。 ！

〇

〇

〇

i

i

〇

〇

〇

。 ！

。 ！

44

45

46 ！

47 ！

48

造　山　古　墳　群 ○

○

○

。i

出　し　山　遺　跡

後　 門　 遺　 跡

塚　 下　 遺　 跡

沖新田道榊 前遺可

内　記　古　墳　群

高　 崎　 城　 跡

田　宮　一　里　塚

荒 川沖一里塚
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8）

ないが，平成1且年度に調査された下大井遺跡からは，この時代の竪穴住居跡が16軒確認されている。

中世の遺跡は，茎崎町内の稲荷川沿いに戦国時代勢力を拡大していった岡見氏の支城であった高崎城跡〈46〉，
9）

応永3年（1396年）小田治朝の子岡野宮内少輔康朝が築城したと言われる下岩崎泊崎城跡，御城跡，九万坪館

跡，館山館跡，牛久市の岡見城跡等がある。下岩崎泊崎城跡は，内濠・外濠・土塁に固まれた連郭式の平山城

で，昭和54年の調査により本丸跡。濠e土塁などが確認されている。前述した下大井遺跡からは，中世の塚墳

墓と土墳墓が1基ずつ検出され，陶器e土師質土器・古銭等が出土している。
たぐうう　　　　　　　　　　　　　　あらかわおき

近世の遺跡は，稲荷川と小野用の間に位置する牛久市の田宮一里塚〈47〉，小野川左岸の荒川沖一里塚〈48〉

が知られているのみである。

※文中の　〈　〉　内の番号は，表1，第2図の該当番号と同じである。

註

1）　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）　ヤツノ上遺跡」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第81集1993年3月

2）　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）　中久喜遺跡」『茨城県教育財団

文化財調査報告』第86集1993年3月

3）　茎崎町史編さん委員会『茎崎町史』1990年3月

4）　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書　中下根遺跡　西ノ原遺跡　隼人山遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第113集1996年6月

5）　註4）に同じ

6）　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）　馬場遺跡　行太田遺跡」『茨城

県教育財団文化財調査報告』第106集1996年3月

7）　註3）に同じ

8）　茨城県教育財団「一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設工事地内埋蔵文化財調査報告書1　下大井遺跡」『茨城

県教育財団文化財調査報告』第171集　2001年3月

9）　茎崎町教育委員会『泊崎城跡』1980年8月
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第3車　調査　の㌦嘘∴梁

第且節　遺跡の概要

樋の沢久保遺跡は，調査区域が農道を挟んで南北2か所に分かれているため便宜上，北側をI区，南側をⅡ

区とした。

今回の調査によって，中世から近世にかけての遺跡であることが判明した。遺構としては，近世の井戸跡1

基，溝一条，時期不明の井戸跡1基，土坑20基が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で7箱分が出土した。遺物は，中世から近世にかけての土師質

土器，陶磁器が中心で，陶磁器は瀬戸e美濃系や肥前系のものが多い。他には，土師器，須恵器，石製品（砥

石），鉄製品（釘，鎌，刀子），古銭などが出土している。

第2節　基　本　層　序

調査I区南部のAlf5区にテストピットを設定し，約2m掘り下げて，土層の堆積状況の観察を行った（第3

図）。

1層は，暗褐色の表土層で，ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量含んでいる。粘性は弱く，締まり

もない。層厚は15～23cmである。

2層は，褐色の表土層で，ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含んでいる。粘性・締まりとも普通

である。層厚は4～15cmである。

3層は，にぷい黄褐色のソフトローム層で，白色粒子を少量含んでいる。撹乱を受けており，水平堆積には

見えない。層厚は10～40cmである。

4層は，にぷい黄橙色の粘土層で，鉄分を中量含んでいる。粘性e締まりとも強い。層厚は，10～38cmである。

5層は，にぷい黄褐色のソフトローム層で，赤色粒子を含んでいる。粘性e締まりとも強い。層厚は18cm～

40cmである。

6層は，褐色のハードローム層で，赦密で，硬く光沢がある。粘性・締まりとも強い。層厚は10－22cmであ

る。

7層は，黄褐色のハードローム層で，粘性・締まりとも強い。

層厚は10－20cmである。

8層は，明褐色のハードローム層で，赤色粒子を少量含んでい

る。粘性e締まりとも強い。層厚は18～28cmである。

9層は，黄褐色のハードローム層で，赤色粒子を少量含んでい

る。粘性e締まりとも強い。層厚は20～30cmである。

10層は，黄橙色の粘土層で，赤色粒子を少量，鉄分を微量含ん

でいる。粘性e締まりとも強い。層厚は12～24cmである。

遺構は，第2層上面で確認され，第2層から第5層にかけて掘

り込まれている。

－7－

瑠

2

3

K　　　　　　　　　 K

K

4

5

6

7

8

9

10

第3図　基本土層囲



第名園　樋の沢久保遺跡遺構全体図
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第3節　遺構　と　遺物

1　中◎近世の遺構と遺物

遺構調査の結果，遺跡北部の調査I区から，井戸跡1基と溝1条が検出された。そして，これらの遺構から

中・近世と思われる在地産の土師質土器の他に瀬戸美濃系及び肥前系と思われる陶磁器が多数出土した。

（1）井戸跡

第瑠号井戸跡（第5囲）

位置　調査I区の北西部，Ali7区。

重複関係　土層の堆積状況から，第1号溝が構築される以前に構築された可能性が高い。

規模と形状　長軸2．88m，短軸2．45mの長方形を呈する素掘りの井戸跡である。断面の形状は，上方が漏斗状を

下方が円筒状を呈する。確認面から1mの深さまでは掘り下げたが，湧水のため底面までは調査することはで

きなかった。長径方向は，N－110－Wである。

尊皇1且層からなる。ブロック状に堆積しており，廃棄のために埋め戻したと考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，赤色粒子微量
2　褐　　　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム粒子中量
4　褐　　　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック中量
5　黒　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　暗　褐　色　　ローム粒子中量
7　極暗褐色　　ローム粒子微量
8　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック微量
9　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量
10　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
11褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物出土状況　土師質土器15点，石製品（砥石）1点が出土している。第6図74の土師質土器の焙烙は中央部

と北部の覆土上層から出土したものが接合した。第7図78の焙烙，79の鉢，80の片口の捨鉢，Q25の砥石は中央

部の覆土上層から，81の揺鉢は北部の覆土上層から出土した。76・77の焙烙は覆土中から出土している。

所見　本跡は覆土の堆積状況や遺物の出土状況から，埋め戻され，廃棄された可能性が高いと考えられる。時

期は，出土遺物から近世（18～19世紀）と思われる。

第5因　第1号井戸跡実測図

－9－
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第6図　第1号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第7図　第1号井戸跡出土遺物実測図（2）

第1号井戸跡出土遺物観察表（第6・7図）

025

0　　　　　10cm

』二二‥一一；＿二二∃

番　 号 種　 別 器　 種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　 法 出土位置 備　 考

74 土師質 焙　 烙 33．6 6．6 24．6 長石・石英・雲母褐 普通 3内耳残抗体部内・外面ナデ。中畑及び北部の覆土上層95％　PL 5

75 土師質 焙　 賂 ［32，4］ 7．3 ［23．2］長石・石英・赤色粒子にぷい褐普通 1内耳残存。 中央部覆土上層 20％　PL 5

76 土師質 培　 烙 ［32．8］ 6．2 ［23．0］長石・石英・雲母 にぷい赤禍普通 1内耳残存。体部内・外面ナデ。覆土中 20％　 PL 5

77 土師質 焙　 烙 ［37．2］ 5．6 ［26．8］ 長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部内・外面ナデ。 覆土中 15％　 PL 5

78 土師質 焙　 烙 ［32．2］ （4．6） － 長石・石英・雲母褐灰 普通 体部内・外面ナデ。1か所穿孔。中央部覆土上層20％　 PL 5

79 土肺質 鉢 ［25．2］ 11．7 ［17．8］ 長石・石英・雲母橙 普通 体部内・外面ナデ。口唇部は膵する。中央部覆土上層30％　 PL 5

80 土師質 捨　 鉢 ［35．6］ 11．6 ［16．2］長石・石英・雲母暗赤褐 普通 5条1単位の揺り目。片口。中央部覆土上層 20％　 PL 5

81 土師質 措　 鉢 － （8．6） ［14．4］長石・石英・雲母にぷい褐 普通 7粂1単位の揺り目。 北部覆土上層 20％　 PL 5

番　 号 器　種
計　　　 測　　　 値

石　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm）幅（C【口）厚さ（C皿）重量（g）

Q25 砥　 石 （10．6） 3．9 4．1 （179．8） 凝灰岩 4面使用　表面に使用痕 中央部覆土上層 PL 6
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（2）湛

第瑠号溝（第9図）

位置　調査日区の南部～北西乳　B2e温～Al露区。

重複関係　出土遺物から，第1号井戸の廃棄後，構築されたと思われる。

規模と形状　BleO区から北西方向（N一息60－W）に，直線的に延びる。南部が調査区域外に延びているため，

規模は不明であるが，確認できた長さは40．8mである。また，南部のBleO区から，東方向に曲がっていると考

えられるが，調査区域外となり全体の状況は検出できなかった。上幅0．9～3強町，下幅0．2～0．6m，深さは31～46

cmである。断面形はU字形を呈する。

尊堂　且0層からなる。ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　黒　褐　色

9　にぷい褐色

10　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量

ローム大ブロック多量，ローム中ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物出立状況　溝全体の中層及び下層を中心にして，土師質土器や陶磁乳石製品，金属製品，古銭などが多

量に出土している。土師質土器（焙烙削8鋸もノ小皿片36息　嚢片45息措鉢片2点），陶器（碗片3鼠　天目

茶碗片弧軋灯明皿及び灯明受皿片8嵐　血片2嵐措鉢則8点，その他且63点），磁器片且36息瓦質土器片39

点　瓦片　点　石臼　点　砥石柑点　鉄釘　鼠古銭　点が出土している。第10図且3～且6は陶器の灯明皿及び

灯明受皿である。且5以外は南部の覆土下層から出土している。第m図58の磁器の広東碗，姐の陶器の双耳壷，

43の陶器の徳軋44の陶器の壷，55の磁器の染付楓6且の磁器の染付椀，第且2図56の磁器の染付楓71の磁器

の皿は南部の底面及び覆土下層から出土している。第且0図且8e19。22の陶器の椀，第m図62の磁器の碗は，中

央部の底面から出土している。第11図26の陶器の天目茶碗，69の磁器の染付椀は北部の覆土下層及び底面から

それぞれ出土している。

新風　これらの遺物は，長期間にわたって断続的に投棄されたと思われる。近くに近世の屋敷の存在が想定さ

れ，この溝はこの屋敷に伴う可能性が高い。時期は，出土遺物から近世（18～鼠9世紀）と思われる。

l
I
t

第＄図　第且号溝出土遺物実測図用
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第1号溝出土遺物観察表（第8e温0～13囲）

番　 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　 法 出 土 位 置 備　 考

2 土 師 質 焙　 賂 ［3 8．3］ 6．3 ［2 8．2］ 長石 ・石英 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 1内耳残存。体部内 ・外面ナデ。北部覆土上層と下層 体部外面煤付着PL5

3 土 師 質 焙　 烙 ［3 9．0］ 6．0 ［28．8］ 長石 ・石英 ・雲母 褐 普 通 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 北 部 底 面 P L 5

4 土 師 質 焙　 烙 ［3 5．8］ 6．6 ［28．0］ 長石 ・石英 ・雲母 にぷい褐 普 通 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 北 部 覆土 下 層 P L 5

6 土 師 質 焙　 烙 ［30．4］ （4．5） － 長石・石英・雲母・砂粒 にぷい赤褐 普 通 1 内耳残存。体部内 ・外面ナデ。 南 部 覆 土 中 層 P L 5

7 土 師 質 焙　 烙 ［27．0］ （6．4） － 長石・石英・雲母・砂粒 にぷ い褐 普通 1 内耳残存。体部内 ・外面ナデ。 中央 部覆土 中層 P L 5

9 土 師 質 焙　 烙 － （0．8） ［33．0］ 長 石 にぷい黄橙 普 通 底 部 片 。 2 か所 穿 孔 。 中 央 部 底 面 P L 5

10 土 師 質 ミニチュア土器 4．2 1．2 0．8 長石 ・赤色粒子 橙 普 通 10条 1 単位 の揺 り目。 南 部 覆 土 中 層

番　 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 給　　　 付 粕　 薬 産　 地 年　　 代 出土 位 置 備　　 考

13 陶　 器 灯 明 皿 ［10．9］ 1．9 ［3．8］ 灰 黄 赤 褐 鉄 寒由 瀬戸・美濃系 19 C 南瓢覆土下層と中層 亜％ 見込み琳痕PL3

14 陶　 器 灯 明 皿 ［9．4］ 1．5 4．2 灰 褐 明赤 褐 鉄 瓶 瀬戸・美濃系 19 C 南 部 底 面 鵬 見込み環搬PL3

15 陶　 器 灯明受皿 ［7．6］ 2．1 3．8 にぷい黄橙 にぷい赤褐 鉄 瓶 瀬戸・美濃系 19 C 中央 部中層 50％ P L 3

1 6 陶　 器 灯明受皿 ［10．6］ 1．7 ［5．6］ 灰 黄 暗 赤 褐 鉄 寒由 瀬戸・美濃系 19C 南部覆土下層 鵬 鯛 旺切り込み

18 陶　 器 碗 ［9．4］ （5．1） 灰 自 旧 舶 刑 暗褐 鉄 ・灰粕 瀬戸・美濃系 18C 後 半 中央部覆土下層 灘％ 掛分碗PL3

19 陶　 器 碗 － （2．8） 2．8 にぷい黄橙 灰 自 灰 寒由 瀬戸・美濃系 18C ～ 19 C 中央部 底面 50％

20 陶　 器 碗 － （3．9） ［3．2］ 灰 自 灰 自 灰 粕 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C 覆 土 中 40％

2 1 陶　 器 碗 － （1．4） 3．0 灰 自 灰 自 灰 粕 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C 覆 土 中 30％

2 2 陶　 器 碗 － （2．8） 3．2 灰 黄 灰 自 灰 粕 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C 中央 部底 面 3 0％

2 6 陶　 器 天目茶碗 ［12．2］ 7．1 ［5．4］ にぷい褐 褐 鉄粕 瀬戸・美濃系 16C中葉～17C前葉 北 部 底 面 5 0％ P L 3

2 7 陶　 器 天目茶碗 ［1 2．0］ 5．9 ［6．0］ 灰 自 黒 鉄 瓶 瀬戸・美濃系 16C中葉～17C前葉 南部覆土中層 30％ P L 3

3 0 陶　 器 壷　 か l （2．9） I ［8．6］ Iにぷい黄橙 黒 l 鉄 瓶 l敵戸・美濃系l
江 戸 後 期 l中央部覆土中層I

10％

3 1 陶　 器 天 目茶碗 － （1．6） 灰 黄 黒 鉄 粕 瀬戸・美濃系 16C中葉～17C前葉 覆 土 中 10％

32 陶　 器 碗 － （1．4） 4．6 灰 自 暗褐 鉄 瓶 藤戸・美濃系 18 C 後 半 南部覆土中層 10％　 掛分碗

34 陶　 器 仏 花 瓶 － （13．4） 6．8 灰 自 灰 褐 灰 粕 瀬戸・美濃系 19 C 南部覆土中層 8 0％P L 3

35 陶　 器 皿 － （1．5） ［8．2］ 灰 自 にぷ い黄橙 型紙刷 り梅花文 灰 寒由 瀬戸・美濃系 17 C 末 南部覆土下層 10％P L 3

3 6 陶　 器 皿 － （1．6） ［8．2］ 灰 自 灰 自 型紙刷 り梅花 文 灰 粕 瀬戸・美濃系 17 C 末 南部覆土中層 10％P L 3

4 0 陶　 器 呉器手碗 － （3．1） 5．4 灰 自 灰 自 灰 粕 肥 前 系 17 C 末 覆 土 中 10％ 酌 申貰入

4 1 陶　 器 双 耳 壷 ［9．4］ （4．4） － 灰 自 にぷい赤褐 鉄 寒由 瀬戸・美濃系 18C 南部覆土下層 5 ％

4 2 陶　 器 土　 瓶 ［8．0］ ［16．5］ ［8．2］ にぷい橙 ㈱相 和にぶ噛褐 自化 粧 土 鉄絵・灰粕 笠 間 か 幕 末 北部覆土中層 20％ P L 3

43 陶　 器 徳　 利 － 4 1 1．0 浅 黄橙 輌 褐舶 ぷい捕 灰 粕 瀬戸・美濃系 19C 南 部 底 面 20％ P L 3

44 陶　 器 徳　 利 － （3．0） 12．8 浅 黄 橙 ㈱朋㈲酢閥 灰粕・鉄粕 瀬戸・美濃系 19C 南満 面と覆土下層 20％ P L 3

4 5 陶　 器 揺　 鉢 ［35．2］ （5．8） － 灰 自 暗赤 褐 鉄 瓶 瀬戸・美濃系 18C ～ 19 C 南部緬 と覆土中層 10％

4 6 陶　 器 揺　 鉢 ［3 4．6］ （5．4） － 浅 黄 暗 赤 褐

染付雪 もち笹文

鉄 瓶 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C 中央部覆土中層 5 ％ P L 3

4 9 陶　 器 揺　 鉢 － （4．1） ［1 3．8］ 灰 自 暗 赤 褐 鉄寒由 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C 中央 部底 面 10％P L 3

5 0 陶　 器 捨　 鉢 － （3．3） ［12．8］ 灰 自 極 暗 赤 褐 鉄 瓶 瀬戸・美濃系 18 C ～ 19 C

19C

北部覆土下層 5 ％

5 3 磁　 器 碗 ［4．4］ （4．5） － 灰 自 灰 自 透 明 肥 前 系 中央部覆土中層 10％P L 4

54 磁　 器 碗 ［7．4］ （5．0） － 灰 自 灰 自 染 付 菊 散 し 透 明 肥 前系 中央部覆土中層 2 0％ P L 4

55 磁　 器 碗 － （3．3） ［7．4］ 灰 自 灰 自 染 付 菊 散 し 透 明 肥 前 系 南 部底 面 20％

5 6 磁　 器 碗 ［7．0］ 5．4 3．2 灰 自 灰 自 染付見込に五兢 菊散し 透 明 瀬戸・美濃系 南部覆土下層 50％ P L 4

5 8 磁　 器 広 東 碗 － （3．2） ［6．2］ 灰 自 灰 自 染 付 透 明 肥 前 系 南 部 底 面 30％ P L 4

5 9 磁　 器 広 東 碗 1 1．0 5．5 5．2 灰 自 灰 自 染 付 透 明 肥 前 系 南部覆土上層 70％ P L 4

6 0 磁　 器 碗 ［9．8］ （3．2） － 灰 自 灰 自 染 付 梅 樹 文 透 明 肥 前 系 覆 土 中 10％ P L 4

6 1 磁　 器 碗 ［9．2］ （3．7） － 灰 白 灰 白 染 付 梅 樹 文 透 明 肥 前 系 南部覆土下層 10％

62 磁　 器 碗 ［9．8］ （5．3） ［3．8］ 灰 自 灰 自 染付梅樹文底裏に文字銘 透 明 肥 前 系 中央 部底 面 5％ 畳付砂付着PL4
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番　 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 給　　　 付 寒由　薬 産　 地 年　　 代 出土位置 備　　 考

69 磁　 器 碗 － （3．0） ［5．6］ 灰自 灰自 染付　 草花文 透明 肥前系 17C末か 北部底面 30％　 PL4

71 磁　 器 血 ［13．2］ 3．3 7．4 灰自 灰自 鮒 鮮文見込み五醗 透明 肥前系 18C 南部覆土下層 60％　 PL4

72 磁　 器 皿 ［15．0］ 3．7 ［9．8］ 灰自 灰自 染付　蛇の摘 剥ぎ透明 肥前系 覆土中 30％　 PL4

73 磁　 器 皿 － （1．6） ［9．1］ 灰白 灰自 染付竹文蛇の目鵬は 透明 肥前系 南部覆土中層 10％　 PL4

番　 号 券　 種
計　　　 測　　　 値

石　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

Q 2 石　 臼 （9．0） （7．2） （3．2） （346．5） 砂　 岩 下 目か 中央部覆土下層 P L 6

Q 3 石　 臼 （8．7） （5．0） （6．1） （219．5） 安 山岩 上白か 南部底面

Q 6 砥　 石 （10．7） 4．0 （2．1） （12 9．0） 凝灰岩 2 面使用 南部底面 P L 6

Q 7 砥　 石 （7．7） 5．3 （2．4） （13 0．5） 凝灰 岩 3 面使用 北部覆土下層 PL 6

Q 8 砥　 石 （6．8） 4．1
董

2．0 （89．9） 凝灰 岩 3 面使用 中央部覆土下層 PL 6

Q 9 砥　 石 （6．0） 5．1 3．1 （94．4） 凝灰 岩 3 面使用 北部覆土下層

Q lO 砥　 石 （6．1） 4．1 2．1 （86．4） 凝灰 岩 4 両使用 南 部覆土 中層 PL 6

Q ll 砥　 石 （5．0） 4．0 2．6 （71．3） 凝灰岩 3 面使用 中央部底面 PL 6

Q 12 砥　 石 （5．9） 3．9 （2．9） （81．1） 凝灰岩 3 両使用 南部覆土中層

Q 13 砥　 石 （8．5） 3．0 2．9 （88．0） 凝灰岩 4 両使用 中央部底面

Q 14 砥　 石 （7．9） 2．8 2．8 （63．1） 凝灰岩 4 両使用 中央部覆土中層

Q 15 砥　 石 （6．2） 3．0 1．5 （44．2） 凝灰岩 3 両使用 中央部覆土上層

Q 16 砥　 石 （5．9） 2．5 3．3 （61．0） 凝灰岩 1 両使用 南部覆土上層 P L 6

Q 17 砥　 石 （6．2） 3．0 1．4 （45．7） 凝灰岩 3 両使用　 表面に使用痕 中央部覆土下層 P L 6

Q 18 砥　 石 （4．2） 4ユ 3．0 （74．7） 凝灰 岩 2 面使用 中央部覆土中層

Q 19 砥　 石 （4．9） 3．7 2．3 （67．1） 凝灰 岩 3 両使用 南部覆土 中層

Q 20 砥　 石 （4．7） 4．2 1．3 34．2 凝灰 岩 3 両使 用 南 部覆土 中層

Q 21 砥　 石 （5．7） （3．8） （2．0） （41．4） 凝灰岩 2 面使用 覆土 中

Q 22 砥　 石 （4．9） 2．8 2．0 （42．6） 凝灰岩 3 面使用 覆土 中 PL 6

Q 2 3 砥　 石 （5．2） 2．9 （1．6） （18．8） 凝灰岩 3 両使用 中央部底面

Q 24 砥　 石 （3．3） 2．7 1．8 （20．0） 凝灰岩 4 両使用 中央部覆土上層

番　 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

M l 不　 明 （7．4） 3．3 0．4 （31．0） 鉄 覆土中 P L 6

M 2 釘 （13．1） 0．5 0．5 （14．3） 鉄 断面四角形 北部底面 P L 6

M 3 釘 （9．1） 0．5 0．5 （10．8） 鉄 断面四角形 北部底 面

M 4 釘 （7．0） 0．4 0．3 （ 4．3） 鉄 断面四角形 南部覆土 中層

M 5 不　 ′明 （10．1） 0．8 0．8 （19．4） 鉄 覆土中

番　 号 銭　 銘 径 （cm） 口径 （cm）厚 さ （cm）重量 （g ） 初　 鋳　 年　 代 （西暦） 出土位置 備　　 考

M 7 文久永常 2．7 0．7 0．1 3．0 文久 3 年 （186 3年）江戸 中央部底面 PL 6

M 8 寛永通賓 2．3 0．7 0．1 2．2 江戸 （170 0年） 南部覆土上層 PL 6
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2　時期不明の遺構と遺物

遺構調査の結果，遺跡内の調査I区及びⅢ区から，井戸1基と土坑20基が検出された。これらは，時期を限

定できる遺物がなく時期不明とした。また，土坑については，遺春状態が良好なものについては解説し，それ

以外は一覧表で記載する。

（1）井戸跡

第2号井戸跡（第且4囲）

位置　調査‡区の北西部，Alg8区。

規模と形載　径1・97－2・08の円形を呈する素掘りの井戸跡である。断面の形状は，上方が漏斗状を呈する。確認

面から1．6mの探さまでは掘り下げたが，湧水のため底面までは調査することができなかった。

尊皇　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　明　褐　色

ローム粒子・赤色粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子・赤色粒子少量
ローム粒子少量，赤色粒子微量
ローム粒子多量
ローム粒子多量

遺物出土状況　陶器片1点が覆土中から出土している。

所凰　陶器片1点が覆土中から出土しているが，撹乱を受けており，本遺構に伴うものかは判断できない。よ

って，時期は不明である。

ザ／
第相国　第2号井戸跡実測図

「
了

（2）土塊

第瑠考量琉（第且5囲）

位置　調査I区の北部の西端，Ale7区。

規模と形状　北部が調査区域外となっている。長軸2．10m，推定短軸0．67mで長方形と推定される。深さは40cm

である。長軸方向は，N－220－Wである。壁は，外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

傍丑，7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　褐　　　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
6　褐　　　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片5点，陶器片4点，磁器片6点，石製品1点が出土している。

所凰　遺物は覆土中から出土しており，形状から中世の墓境の可能性は考えられるが，時期を限定することは

難しい。

‾llで－1－一一－

∈≡ま彰

！－「－‡
⊂二二⊃

武

十五1i7

第柑図　第且号土坑◎出土遺物実測図

第1号土坑出土遺物観察表（第15回）

0　　　　　　　　2m

l　　　一一一＿＿遷＿＿＿＿＿＿＿　＿＿＿＿一二一一一i

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l一＿　＿＿＿＿＿　　．＿　　　　＿　1

番　号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　　　　調粕　薬産　地年　　代出土位置備　　考

1陶　器徳　利－（2．7）［8．2］にぷい黄橙オリーブ
灰軸瀬戸・美濃系18C後半～19C覆土中5％

番　号器　種
計　　　測　　　値

石　質特　　　　　徴出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Ql砥　石（5．5）4．11．3（31．0）凝灰岩表面に使用痕　3面使用覆土中

第2号丑坑（第16図）

位置　調査I区の北部，Alf8区。

規模と形状　長径1．44m，短径1．06mの不整楕円形で，深さは48cmである。壁は外傾して立ち上がる。長径方向

は，N－860－Wである。底面は平坦である。

⑥　l

∴一一三
0

第相国　第2号土坑実測図

5

甘－＼ヾノ′Jpt

2m

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しているこ

とから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子微量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量，赤色粒子少量
5　褐　　　色　　ローム粒子多量

』　　　　　　　　　　遺物出立状況　遺物は，出土していない。

所凰　時期は，出土遺物がなく不明である。
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第3号丑坑（第17図）

位置　調査I区の中央部，AlhO区。

規模と形状　長径0．97m，短径0．88mの不整楕円形で，深さは15cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

長径方向は，N－890－Wである。底面は平坦である。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積しているこ

とから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　時期は，出土遺物がなく不明である。

・、且J、や

ン＿：芋／

旦19．6m

’‾、畢野2

B

鞠＼ふ〆‾節
＼　　　⑳

2m

鮭二二二＿ニ；ここ＿ニー漣二二二二ふ』

第相国　第3号土坑実測図

第超考皇境（第且8囲）

位置　調査I区の北部，AliO区。

規模と形載　長径1．31m，短径0．82mの不整楕円形，深さは22cmである。壁は，外傾して立ち上がる。長径方向

は，N－250－Wである。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積しているこ

とから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所凰　時期は，出土遺物がなく不明である。

ー㍉三＿
第瑠8図　第4号土坑実測図

第6尊皇坑（第19図）

位置　調査I区の中央部，AlhO区。

規模と形状　長径0．80m，推定短径0．51mの不整楕円形，深さは17cmである。壁は，外傾して立ち上がる。長径

方向は，N－220－Wである。底面は平坦である。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然

堆積と考えられる。

色
色

褐
褐

説解
黒
暗

層土

1

2

ローム粒子微量

ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所凰　時期は，出土遺物がなく不明である。

旦19．5m

二三／∴
副　　　革

ー‾＼－√⊥一

＼　0　　　　　　　　　　2m

』ニよここふ＝』

第臓図　第4号土坑実測図

第7号土坑（第20図）

位置　調査I区の北部，Alj9区。

規模と形状　長径1．55m，短径1．04mの不整楕円形，深さは15cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。
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A19．8m
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‾戦も甑戦場輸鱒諌♂辞職

0　　　　　　　　21¶

』二二二』∈二去去』

第鋼閑　第　号士坑実測図

長径方向は，N－120－Eである。底面は平坦で

ある。

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積している

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所凰　時期は，出土遺物がなく不明である。

窮調号丑坑（第21図）

位置　調査I区の南部の東端，B2a2区。

規模と形状　推定長径1．71m，短径0．72mの不整楕円形で，深さは20cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上

がる。長径方向は，N－540－Eである。底面は平坦である。

尊皇　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，硬く締まっている
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　時期は，出土遺物がなく不明である。

や『
第別図　第20号土坑実測図

⑥や／

三
㌢　＼

⑥　／　　⑥

土l三‾
可

＿生19月m　　＿＿　　且て9．3m

A
－．一．－．一一

B

三‾‾‾　二＼ノー

0　　　　　　　　2nl

』ここ＿＿ここ：二二ニ＿ニ＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿ニー患ふ；二』

＼

l戸二二二‾′
＼ゝ㌔諺プ

¢＼

－　　　A19．6m

①＼

シーl≡／
最

旦19．5m　　＿
1

三′ご千　㌔＝竿．＿　三＿‾二軍千
㌔l一子山　　　一一レ　　　　『＿Jd

SK5 SK8 SK9

二　／

ンこ三：
武

旦19．8m

領土ン軸
2

B

笥転戦鐸摩♂地軸も

SKll
2m

』　　　壷
第22国　土坑実測図（1）

第5号土坑土層解説　　　　　第8号土坑土層解説　　　　　第9号土坑土層解説　　　　　第10号土坑土層解説　　　　　第11号土坑土層解説

1　黒　色　ローム粒子中量1　暗褐色　ローム粒子微量1黒褐色　ローム粒子微量1黒褐色　ローム粒子微量1極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量　2　暗褐色　ローム粒子中量　2　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　色　ローム粒子少量
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表2・樋の沢久保遺跡土塊一覧表
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第12号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒
子少量

第13号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒

子少量

2　暗褐色　ローム粒

子少量

第14号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒

子微量

2　暗褐色　ローム粒

子少量
が笥』鱒諌ダ脚

SK19　　　　　　第15号土坑土層解説

2m l　極暗褐色　ローム粒

』　　　　　　　　　　　　　子微量

㊨

旦19．4m
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‾彗転廓♂堵和

SK16

第16号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒

子微量

第17号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒

子少量

第18号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒

子微量

第19号土坑土層解説

1　窯褐色　ローム粒

子微量

番号 位 置
長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模 i壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

1 A le 7 N －2 2 0－W ［長 方 形 ］ 2．ユ0　 × ［0．67］ 40 外傾 平班 自然 土師器片 5 在 陶磁器片10私 有 1点

2 A lf8 N －8 6 0－W 楕　 円　 形 1．44　 ×　 1．06 48 外傾 平坦 自然

3 A lh O N －8 90－W 楕　 円　 形 0．97　 ×　 0．88 15 緩 斜 平坦 自然

4 A lio N －2 50－W 楕　 円　 形 1．3 1　 ×　 0．8 2 2 2 外 傾 平坦 自然

5 A liO N －24 0－ E 楕　 円　 形 0．4 9　 ×　 0．4 0 16 外傾 平坦 自然

6 A lh O N －22ぐ－W 楕　 円　 形 0．8 0　 × ［0．5 1］ 17 外傾 平 坦 自然

7 A lj9 N －12 0－E 楕　 円　 形 1．5 5　 ×　 1．04 1 5 緩斜 平坦 自然

8 A ljO 円　　　　 形 0．7 1　 ×　 0．69 20 緩斜 平坦 自然 陶器片 2 点

9 B 2a l N －7 30－ E ［楕 円 形 ］ ［0．94］ ×　 0．6 8 24 外傾 平坦 自然

10 A l gO 円　　　　 形 0．5 1　 ×　 0．4 7 40 直立 平坦 自然

H B la O N － 1 0－ E ［楕 円 形 ］ 0．64　 ×　 0．5 4 15 緩斜 平坦 自然 土師器片 1 点

12 B laO 円　　　　 形 0．4 1 15 外傾 平坦 自然

13 B 2 b l ［楕 円 形 ］ 0．8 3　 × ［0．4 0］ 15 外傾 平 坦 自然

14 B IcO N －35 0－W ［楕 円 形 ］ ［0．57］ × ［0．45］ 1 8 外傾 平坦 自然

15 B 2f3 N －7 0 0－ E ［楕 円 形 ］ 0．5 5　 × ［0．49］ 1 5 外傾 平坦 自然

1 6 B 2 f3 円　　　　 形 0．4 1　 ×　 0．36 14 外傾 平坦 自然

17 B 2 f4 N －7 10－ E ［楕 円 形 ］ 0．78　 × ［0．55］ 9 緩斜 凹凸 自然

ユ8 B 2e 4 N －1 60－W ［楕 円 形 ］ 0．38　 × ［0．31］ 9 緩斜 平坦 自然

19 B 2 f4 N －28 0－W 楕　 円　 形 0．4 6　 ×　 0．4 1 8 緩斜 平坦 自然

2 0 B 2 a2 N －54 0－E ［楕 円 形 ］ 仕 7 1］ ×　 0．72 2 0 緩斜 平坦 自然
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3　遺構外出土遺物

今回の調査では，遺構に伴わない縄文時代から近世にかけての遺物が何点か出土している。ここでは，これ

らの出土遺物を一括して実測図（第24図）と観察表で記載する。
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第24図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出土遺物観察表（第24回）

番　 号 種　 別 器　 種 計測値 胎　 土 色　 調 焼　 成 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

T P l 縄文土器 深　 鉢 （3．0） 長石 の石英 ・雲母 にぷい褐 普通 隆帯 に沿 って結節洗練文 を施 している。 衷土中 P L 6

T P2 縄文土器 深　 鉢 （5．4） 長 石 ・雲母 にぷい褐 普通 目線部と頚部の境に隆帯を施している。隆帯に沿って結節沈線文。表土中 P L 6

T P3 縄文土器 深　 鉢 （7．3） 長右 ・右英 ・雲母 にぷい褐 普通 R L の単節縄文 を横方 向に施 している。 表土中 PL 6

番　 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 給　　　 付 粕　 薬 産　 地 年　　 代 出 土 位 置 備　　 考

8 2 陶　 器 盤 ［16 ．0 二 4 ．6 ［14 ．2 ］ 灰 白 浅 黄 灰 軸 瀬戸・美濃系 18C ～ 19 C 表 士 中

8 3 陶　 器 碗 － （2．2 ） 3 ．0 灰 自 灰 自 灰 寒由 瀬戸・美濃系 表土 中

8 4 陶　 器 碗 － （2．1 ） ［4 ．8 ］ 灰 自 浅 黄 灰 寒由 肥 前 系 表 土 中

85 陶　 器 碗 － （2．3） 4 ．2 灰 自 オリーブ灰 灰 粕 肥 前 系 表 土 中

86 クロム青磁 碗 － （2．3） 3 ．0 緑 緑 不 明 明 治 以 降 表 土 中

87 磁　 器 碗 － （4．2 ） ［3．8］ 灰 自 灰 自 梅 樹 文 透 明 肥 前 系 表 上 中 P L 4

番　 号 器　 種
計　　　 測　　　 値 ！石 質

特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

Q 4 右　 皿 （6．3 ） （7 ．6 ） 3 ．4 （144 ．9 ） 安 山 岩 表 土 中 P L 6

Q 5 台　 石 （12 ．9 ） （12 ．0 ） 6 ．4 （103 1．8） 安 山 岩 表 土 中

Q 26 剥　 片 2．8 3．6 0．6 3 ．6 硬質頁岩 縦長剥片の上半乱 打南部は調整されており，山形を呈する。表 土 中 P L 6

Q 27 右　 鍛 lぁ9 1．7 0．3 0 ．8 チャー ト 凹 部 無 茎 数 表 土 中 P L 6

Q 2 8 砥　 石 （9 ．5 ） 4 ．9 1．1 （ 90 ．8 ） 凝 灰 岩 3 而 使 用 表 上 中

Q 2 9 砥　 石 （7 ．2 ） 2 ．7 2 ．5 （ 7 5．8） 凝 灰 岩 4 面 使 用 表 土 中

Q 3 0 砥　 石 （4 ．3 ） 3 ．6 1．1 （ 2 4．0 ） 凝 灰 岩 3 面 使 用 表土 中

番　 号 器　 種
計　　　 測　　　 値 i　 特　 徴

出土位 置　　　　 備　　 考
長 さ（C王n） 幅 （cm） 厚 さ（cm）怪 童 （g ）

D P l 泥 面 子 2．2 1．8
0・6 ！ 2・0 木槌 を模 した ものか 表土中　 lpL 6

番　 号 器　 種 径 （cm ） 重量 （g ） 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 6 鉛　 玉 1．3 12．7 鉛 表面は灰 オ リーブ色 に変色 表土中 P L 6

番　 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質　　　　　　 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm）重量 （g ）

M 9 鎌 （9．8） 2．4 0．4 （90．0） 鉄　 軽 減
表土 中 PL 6

M lO 刀　 子 （6．9） 1．4 0．4 （H ．5） 鉄　 恒 は 端 欠損 表土 中

番　 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 特　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ）重 量 （g ）

M 12 煙　 管 （2 ．3 ） 1．5 0．1 （2．7） 銅 吸 い ＝ 部 表 土 中 P L 6

M 13 煙　 管 （3 ．5 ） 0 ．9 0 ．1 0 ．7） 銅 吸 い 口 部 で 一 部 欠 損 表 土 中

M 14 煙　 管 （5 ．9 ） 0 ．9 0 ．1 （5 ．1） 銅 吸 い 口 部 表土 中

番　 号 銭　 銘 径 （cm ） 口径 （cm ）厚 さ （cm ） 重 量 （g ） 初　 鋳　 年　 代 （西　 暦 ） 出 土 位 置 備　　 考

M ll 寛 永 通 賓 2．3 0．6 0 ．1 2 ．4 江 戸 （17 14 年 ） 表 土 中 P L 6
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第4節　ま　　と　　め

今回の調査で，樋の沢久保遺跡から検出された遺構は，井戸跡2基，土坑20基，溝1条である。当遺跡の中心

となる時期は，近世の江戸時代中頃と考えられ，前記の遺構のうち溝と井戸跡1基がこの時期にあたると思わ

れる0土坑は，遺物が出土しているものがほとんどなく，時期不明である。今回の調査は，2か所に分かれて

おり，便宜上北部をI区，南部をⅡ区とした。

ここでは，当遺跡から検出された近世の遺構と遺物についてその概要を述べ，まとめとしたい。

1　遺構について

当遺跡からは，井戸跡2基，土坑20基，溝1条が検出された。溝と井戸跡は，いずれも調査I区から検出さ

れている0溝はB2el区から北西方向にほぼ直線的に延びるが，南部のBleO区で北東方向に向かってL字形

に曲がっている。渚は農道を隔てたⅡ区からは，検出されていない。

このうち溝（第1号溝）と第1号井戸跡からは，江戸時代中頃（18～19世紀）と思われる陶磁器や在地の土

師質土器が出土した。特に第1号溝からは，覆土の各層から多量に出土しており，長期間にわたり断続的に投

棄された可能性が考えられる。

第1号井戸跡は，第1号溝と重複しており，土層の堆積状況から，本跡が埋め戻された後に，第1号溝が構

築された可能性が高い。第2号井戸跡は，第1号井戸跡のほぼ真北に位置する。第2号井戸跡からは，遺物は

出土していないが，規模や形状は第1号井戸跡と似ている点が多い。

土坑は，20基検出されている。規模や形状はさまざまである。遺物が出土しているのは，第1・8・11号土

坑で，陶磁器の破片が少量出土しているが，これ以外は出土していない。

2　遺物について

当遺跡から出土した近世の遺物は図示した99点を含め，994点にのぼる。これらの内訳を示したのが第1図で

ある。

在地産土師質土器が309点で31％，在地産瓦質土器が52点で5％，陶磁器が632点で64％である。在地産の土

師質土器を器種別にみると，調理具である焙烙が199点で64％を占め，嚢，皿，揺鉢と続く。瓦質土器は揺鉢，

火鉢，鉢の順番に続く。このように在地産の土器は，調理具・貯蔵具・灯明具が大部分をしめる。在地産の土

器は，当遺跡の全期間を通してみられる。

0　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　100％

藍さ器・・－‾1r完 ・．‾．・‾…・・・－＿．勤 雨 転 義 塞

頚漠鞄

・きF速‾弐・さ

き・－＿．

ナ

．‾Lr＿‾．‾事ご頚…．．率 ・－；．．……一一；

第1図　樋の沢久保遺跡出土遺物組成図

瓦質土器
5％

陶磁器類は近世の遺物の5分の3を占めている。これらを産地毎の割合で示したのが，第2図である。瀬戸

美濃系陶器が60％，肥前系陶磁器が38％で，この他，笠間産と思われる土瓶が出土しているが，産地不明の陶

磁器もあった。
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0　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　100％

．肥 前 系

3 8 ％

i紬

第2図　樋の沢久保遺跡陶磁器産地組成図

笠間産・その他
2％

次に産地ごとに，器種を概観してみる。瀬戸・美濃系陶器の器種は，天目茶碗，捨鉢，碗の順に多く，この
1）

他，灯明皿，徳利，盤，仏花瓶，双耳壷等が出土している。各種用途の製品がみられる。肥前系陶磁器では，
2）

碗，皿が大部分で，食膳具が中心となる。

上記の遺構や遺物から，江戸時代中頃（18～19世紀），当遺跡周辺に農民の屋敷の存在が想定される。そして

溝や井戸，あるいは土坑もこの屋敷に付属する施設であった可能性が高い。
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